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１．平成25年３月期　第２四半期連結累計期間　連結業績予想数値と実績の差異（平成24年４月１日～平成24年９月30日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回予想（A)
（平成24年５月10日発表）

460,000 8,000 6,500 1,500 2.12

今回実績（B) 448,430 8,726 8,092 2,620 3.71

増減額(B-A) △ 11,570 726 1,592 1,120 -

増減率（％) △ 2.5    9.1    24.5    74.7 -

前期実績
（平成24年３月期第２四半期連結累計期間）

468,714 10,531 9,974 △ 13,210 △ 18.71

２．平成25年３月期　通期連結業績予想数値の修正（平成24年４月1日～平成25年３月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回予想（A)
（平成24年５月10日発表）

980,000 25,000 23,500 9,000 12.75

今回修正予想（B) 950,000 20,000 17,500 2,000 2.83

増減額(B-A) △ 30,000 △ 5,000 △ 6,000 △ 7,000 -

増減率（％) △ 3.1 △ 20.0 △ 25.5 △ 77.8 -

前期実績
（平成24年３月期）

918,808 15,947 12,872 △ 11,123 △15.75

３．修正の理由

（注記）

以上

　平成25年３月期第２四半期累計期間では、売上高が前回予想値を若干下回りましたが、営業利益、経常利益、四半期純利益については自動
車向けの好調もあり、前回予想値を上回りました。
　一方、当第３四半期より、新興国の景気減速や欧州の財政問題の長期化による世界的な景気低迷等、当社グループを取り巻く事業環境は一
層厳しさを増し、エレクトロニクス向けを中心に、前回予想値水準の売上高の達成は難しいと予想しています。また、構造改革に伴う国内の事業
再編等による特別損失も見込まれ、平成24年５月10日に公表しました業績予想を修正いたします。

　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在におけ
る仮定を前提としています。
　実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当り

当期純利益

平成25年３月期　第２四半期業績予想と実績の差異及び
通期業績予想修正に関するお知らせ

　平成25年３月期において、平成24年５月10日に公表した第２四半期連結累計期間の業績予想と本日公表した実績値の差異及び通期業績予
想について、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。

1株当り
四半期純利益

記


